
２０２３年１月３０日 

イオン北海道株式会社 

 

イオンモール札幌発寒にて 

「みんなおいでよ！北海道ジオパーク展２０２３」が開催されます 

２月４日（土）・５日（日） 

  

イオン北海道株式会社（以下、当社）は、２月４日（土）・５日（日）、北海道が主催する「みん

なおいでよ！北海道ジオパーク展２０２３」が、イオンモール札幌発寒にて開催されることを  

お知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ジオパーク」は、「地球・大地（ジオ：Ｇｅｏ）」と「公園（パーク：Ｐａｒｋ）」を組み合わ

せた言葉で、「大地の公園」を意味し、地球を学び、丸ごと楽しむことができる場所です。道内に

は６つの「ジオパーク」があり、さらに１地域でジオパーク認定獲得に向けた取り組みが進めら

れています。 

本イベントは、ご来店されるお客さまに「ジオパーク」の魅力を知っていただき、「ジオパーク」

に実際に足を運んでいただくきっかけとなることを目的に実施され、当社はジオパーク所在の各

地域の発展への寄与の観点からイベントに賛同し、イベントへの協力を行います。 

イベントでは、「ジオパーク」ごとにブースを設け、「ジオパーク」を紹介するパネル展や体験

イベントを行うほか、各ジオパークの概要や取り組みについて紹介するステージイベントやブー

スラリーなどを実施予定です。 

 

【「みんなおいでよ！北海道ジオパーク展２０２３」の概要】 

１、 日時 ２０２３年２月４日（土）１０：００～１６：００ 

          ２月５日（日）１０：００～１５：００ 

２、会場 イオンモール札幌発寒 １階すずらん広場、中央エスカレーター前 

３、主催 北海道 

４、協力 様似町アポイ岳ジオパーク推進協議会/白滝ジオパーク推進協議会/三笠ジオパーク推進協議会/とかち鹿追  

ジオパーク推進協議会/十勝岳ジオパーク推進協議会/洞爺湖有珠山ジオパーク推進協議会/大雪カムイミンタ

ラジオパーク構想推進協議会/三陸ジオパーク推進協議会/湯沢市ジオパーク推進協議会/八峰白神ジオパーク

推進協議会/鳥海山・飛島ジオパーク推進協議会/男鹿半島・大潟ジオパーク推進協議会/下北ジオパーク推進  

協議会/日本ジオパークネットワーク/公益財団法人イオン環境財団/イオン北海道株式会社 

アポイ岳ジオパーク 

洞爺湖有珠山ジオパーク 三笠ジオパーク 

大雪山カムイミンタラ 

ジオパーク構想 

十勝岳ジオパーク 

白滝ジオパーク 

とかち鹿追ジオパーク 

道内ジオパーク 

及びジオパーク構想 



■ブースイベント 

①白滝ジオパーク 

 ・黒曜石アクセサリー作り体験（４００円） 

②十勝岳ジオパーク 

  ・火山の石を見てみよう（無料）      

③アポイ岳ジオパーク 

  ・かんらん岩に触れてみよう（無料） 

④三笠ジオパーク 

  ・アンモナイトレプリカ作成体験（１５０円） 

⑤とかち鹿追ジオパーク 

  ・しばれワークショップ（無料） 

 

※上記５つのジオパークでは、このほかパネル展示やパンフレット配布を行います。 

また、洞爺湖有珠山ジオパーク、大雪山カムイミンタラジオパーク構想、 

北東北の各ジオパークもブースを設け、パネル展示及びパンフレット配布を行います。 

 

■ステージイベント 

 ジオパークの概要や取り組みについて説明やクイズで紹介します。 

 参加団体：白滝・アポイ岳・三笠・とかち鹿追ジオパーク 

 時 間：１３：３０より（各団体１５分程度） 

 内 容： 

〇白滝ジオパーク    最古の国宝！北海道白滝遺跡群出土品 

  〇アポイ岳ジオパーク  ダイナミック！大地の変動 

  〇三笠ジオパーク    さぁいこう！１億年時間旅行へ 

  〇とかち鹿追ジオパーク 凍れの世界！南極と鹿追 

  〇十勝岳ジオパーク   きれいな丘のひ・み・つ 

  

 

【本件に関するお問い合わせ】 

イオン北海道株式会社 環境・社会貢献・広報・ＩＲ部 電話：０１１-８６５-９１１１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

アンモナイトレプリカ作成体験 

 黒曜石アクセサリー 



ご参考 

■日本ジオパークネットワークとイオン環境財団による包括連携協定締結について 

公益財団法人イオン環境財団（理事長：岡田 元也 イオン株式会社 取締役 代表執行役会長）と

特定非営利活動法人日本ジオパークネットワーク（理事長：古川 隆三郎 長崎県島原市長）は、

それぞれが有する人的・物的資源を有効活用することで、気候変動はじめとする地球規模の課題、

生態系の課題、地域の生活・文化に影響を与えている地域社会の課題解消に向けて、持続可能な

社会の実現に貢献し、人と自然資本(地質遺産)との共生および各ジオパーク所在の地域の発展に

寄与することを目的として、包括連携協定を締結しております。 

 

■公益財団法人イオン環境財団について 

イオン環境財団は、１９９０年「お客さまを原点に平和を追求し、人間を尊重し、地域社会に貢

献する」というイオンの基本理念のもと、岡田卓也（イオン㈱名誉会長相談役）により、日本で

初めて地球環境をテーマにした企業単独の財団法人として設立されました。 

設立以来、国内外の多様なステークホルダーの皆さまと連携し、世界各地での植樹を主な事業と

して、環境活動に積極的に取り組む非営利団体への助成や、環境人材の育成を目指した環境教育

など、様々な活動を実施してきました。北海道でも２００２年の知床を皮切りに、支笏湖、むか

わ町、厚真町、南富良野町で植樹活動を行っています。 

今後は、持続可能な地域の実現を目的に、各事業をさらに進化させ、地域の皆さまと協働して森

づくりに加え、地域づくり、人づくりにも取り組み、新たな「イオンの里山」の構築を目指しま

す。＜イオン環境財団ホームページ https://www.aeon.info/ef/＞ 

 

https://www.aeon.info/ef/

